
 
 

 

 

◎ よく考 える子 ど も ○ 思 いやり の ある子ども  ○ 明 るくたくま しい子 ど も 

若鮎のごとく 
                                                       校長  高 野   博  文  

 

校庭の木々の緑が色濃く輝いています。もうすっかり夏の様相です。マスクを

着けていると汗が気になります。本校において１・２年生はかなりマスクを外し

始めていますが、学年が上がるほどまだマスクを手放せない児童が多い状況です。

今年度の終わりには、多くの子供がマスクなしの生活を取り戻せる環境になるこ

とを強く願っています。 

  

さて今回は、私が恋してやまない動物の生態をご紹介いたします。子供たちに

は時々お話をしているので知っている子も多いと思いますが、その動物は「鮎」

です。鮎という魚は通常一年しか生きられません。人間の寿命と比較すると鮎の

４日間が人間の１年間という計算になります。当然他の動物同士の寿命を単純に

比較はできませんが、特に鮎の一日の過酷さと成長の速さは他の動物と比べても

突出しています。 

ではその鮎は今の時期どう過ごしているのでし ょうか 。今、鮎は 川にい ます。

４月ごろから、数十から数百という群れで海から川に遡上してきた鮎は淡水とい

う環境にも適応し、群れから離れ自立していきます。食べるものも動物性のもの

から川の底に沈む石についた垢（あか）に変わりなんと縄張りをもちます。そし

てこのあと、鮎は自然による過酷な試練に立ち向かっていくのです。日本の雨期

梅雨には日照時間の不足と川の増水のため石の垢が育たず食に困ります。また何

日も日照りが続くと川は細くなり水温があがり、水中の酸素濃度が下がり、垢（あ

か）も腐ります。台風がくれば川はたちまち濁 流と化 し、鮎を再 び海へ と戻し、

その都度鮎は川を遡るのです。まさに生死と種の存続にかかわる試練です。これ

らの試練を乗り越えた鮎だけが一年という生涯を全うするのです。 

ここで人間（学校に通う児童）に焦点を充ててみます。５月から６月の頃の子

供たちは、４月の入学・進級・クラス替え等の大きな環境の変化に少しずつ慣れ

て適応し、良くも悪くも自分らしさを発揮し始めます。そして一年の成長期本番

を迎えるのです。 

ではこれからの試練（課題）は？さすがに生死にかかわる試練は我々大人が排

除し安全を確保します。問題は成長に関わる課題です。ハードルに例えるならば

またいで越せるものなのか、スキップ程度のジャンプで越せるものなのか、今の

力でぎりぎり越せる（時々失敗もある）ものなのか、今の力では越せないが多大

な工夫と練習といった努力をすれば将来越せるものなのか。 

まさにこの課題の提供が教育の根幹であると私は考えています。皆さんと一緒

に深く考えていきたいと思います。 
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1日（木） 
2日（金） 
5日（月） 
6日（火） 
7日（水） 
8日（木） 
9日（金） 
10日（土） 
13日（火） 
14日（水） 
15日（木） 

開校記念日 ふれあい環境学習（４年） 
歯科(5･6年) 清掃工場見学（４年） 
読書旬間始 委員会 清掃工場見学（４年） 
耳鼻科（３・４年） 
色覚検査（４年） 
兄弟学級遊び 避難訓練 
お話会  
土曜日授業（２・３校時公開） 
安全指導 
午前授業 
お話会 

16日（金） 
19日（月） 
20日（火） 
21日（水） 
22日（木） 
23日（金） 
26日（月） 
27日（火） 
28日（水） 
29日（木） 
30日（金） 

眼科（全） 
水泳指導開始 クラブ 
移動教室前日健診（６年） 
武石移動教室（６年） 
武石移動教室（６年） 
武石移動教室（６年） 
午前授業 
保護者会（１・２年） 
こころの劇場（６年）保護者会（３・４年） 
歯磨き指導（４年） 
定期健診終 

６月の行事予定 

今月の生活目標  

落ち着いて安全に生活をしよう 

 梅雨時は室内で過ごすことが多くなります。室内で

楽しく安全に遊ぶためにはどうしたらよいか等、各学

級で話し合い、工夫して過ごすようにしています。 

また、６月は「ふれあい月間」の月です。いじめア

ンケートを取って児童の実態を把握し、改善のための

対応を迅速に行い、いじめのない学校にします。また、

いじめをなくす、許さないためのクラス標語を考え、

年間の目標にします。 

水筒を持参する際、中身は水またはお茶でお願いし

ます。なお、水筒を使用する際の衛生面については、

各御家庭で十分に御留意ください。学校では、「登下

校中に飲まない」「休み時間に飲む」「友達にあげたり

もらったりしない」「必ず持ち帰る」を指導していま

す。御理解・御協力をよろしくお願いいたします。  

         （生活指導主任） 

やわらぎルーム（特別支援教室） 

 

 どの子も教室で生き生きと学習に取り

組めることが、我々教職員の願いです。 

そこで、やわらぎルームの巡回指導教員

には、やわらぎルームに在籍する子供たち

の指導のほかにも、各学級での指導方法な

どについて相談しています。今年も、巡回

指導教員と一緒に考えながら、指導方法の

工夫を重ねていきたいと思っています。 

やわらぎルームに関するご質問、お問合

わせがある場合は、副校長、または特別支

援教育コーディネーターの那須、森までご

連絡ください。 

            

体力テストを行います。 

今年度の東京都統一体力テストは、５月３

０日（火）から６月１３日（火）まで実施し

ます。８種目全て（握力、上体起こし、長座

体前屈、反復横跳び、２０m シャトルラン、

５０m 走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ）

を行います。 

実施前に子供たちに励ましの言葉を伝えて

いただければと思います。２学期に子供たち

に結果を配布いたします。子供の体力低下が

言われている中、学校においては、今年度の

結果を基に子供たちの体力向上に向けての取

組を改善をしてまいります。 

                

 

〇欠席や遅刻連絡のお願い 

 朝晩と日中の気温差が大きく、体調をくずしやす

い時期です。お子様の体調がすぐれずに欠席される

場合は、Google フォームかお電話（午前７時４５

分から午後６時半まで通話可能）で必ずご連絡くだ

さい。また、遅刻して登校する場合も同様に学校ま

でご連絡ください。ご協力をお願いします。 

 

〇タブレットを大切に 

 最近、児童用タブレットの修理依頼が増えていま

す。教育の質を高めるために、授業で扱ったり、家

庭学習に使用したりするタブレットとなります。大

切に使用するようにご家庭でもお声掛けください。 

お知らせとお願い 


